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古永真一
ホロコー スト1 がどのようにマンガ化されてきたのかという問題は、 このような史
実をマンガで描く際に発生する表現の可能性や倫理の問題も含めて、 日本ではあま
り論じられてこなかったように思われる。 海外で新たな世代がホロコー ストに関す
るマンガを発表しても、 日本で紹介される機会は少ない2 。 映画であればスピツレバー
グの『シンドラー のリスト』やポランスキ ー の『戦場のピアニスト』、 クロー ド ・ ラ
ンズマンの『ショアー 』 といった作品が日本でも話題になった。 ホロコー ストの表
象不可能性のような問題も、 美学や映画学や現代思想などの領域で多士済々が論じ
ている。 ホロコー ストを描いた日本のマンガとしては、 手塚治虫の『アドルフに告
ぐ』やあらいまりこの『霧の中のラプンツェル』といった作品や、 マンガ形式の啓
蒙書などはあるのだが、 作品数が少ない感は否めない。
本稿ではフランスを発信地や経由地とする海外マンガを考察の主な対象とし、 な
おかつアー ト・ スピー ゲルマンの『マウス』を基軸に据えながらホロコー ストとマ
ンガ表現の関係を辿りつつ、 新たな潮流となる作品について論じてみたい。
収容所のミッキー
ホロコー ストに関する最初の「マンガ」的な表現とは何かと問われれば、 ホルス
ト ・ ロー ゼンタ ー ルの『グー ル強制収容所のミッキ ー』(1942)が思い浮かぶ心「マ
ンガ」的といっても、 近代マンガのようなコマ割りが見られないので厳密にはマン
ガとは言いがたく、 絵物語や絵本に属すると言うべきかもしれない。 だが、 この作
品を広義のマンガ表現としてとりあげることで、 ホロコー ストのこれまで省みられ
なかった「現実」 をマンガという観点から想像することができるのではないだろう
か。
作者のロー ゼンタ ー ルは、 1915 年にドイツのブレスラウ（現在のポー ランドのヴ
ロツワフ）で生まれた。ユ ダヤ人にして社会民主主義の活動家だったため、追害を避
けるため17歳のときにフランスに移り住み、 パ リで絵を学んだという経歴をもつ。
たが、 フランスに人生の活路を見出そうとしたことが後の悲劇の伏線となる。 当時
のフランスはドレフュス事件でユ ダヤ系のドレフュスに無罪判決を下したことから
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人権を重んじる国というイメー ジがあった4 。またこの時 代のパリは芸術の都のみな
らず優れた漫画家やイラストレー ター が集まる街でもあった。 こうした状況は第二
次世界大戦の勃発とともに一変する。 ロ ー ゼンター ルは「ドイツ的特質」を理由に
拘束され、 一 時 的に解放されるも、 当局から出頭を命じられてフランス各地の収容
所をたらい回しにされた後、 グー ル強制収容所に移送される。 フランス南西部にあ
ったこの強制収容所は、もともと1939年にスペイン内戦の難民を収容するキ ャンプ
として設置されたが、1940年にフランスのヴィシー 政権がナチス・ ドイツと｛木戦協
定を締結ずると、 ユ ダヤ人の強制収容所として使用されるようになった。 対独協力
で悪名高いヴィシー 政権が反ユダヤ主義の法律を制定すると、 ローゼンタ ー ルは今
度は「ユ ダヤ人的特質」を理由にド イツ側に引き渡されることになる。左手に障害
があったためだろうか、 まだ若いにもかかわらずアウシュヴィッツに到着するとす
ぐにガス殺された（ちなみに彼の母親と二人の兄弟はリトアニアに移送されて銃殺
されている）。したがってローゼンター ルはアウシュヴィッツを描いた作品は残して
いない。 彼の顔写真も見つかっておらず、 彼の顔かたちは彼の分身とおぼしき主人
公が登場する作品から想像するほかない\
『グー ル強制収容所のミッキー 』 は、ASの判型で手書きのフランス語による水彩
を使った15ペー ジのカラー 作品である。他にも『ある収容者の生活』 と『グー ル強
制収容所の観光案内』という作品も残存しているが、『グー ル強制収容所のミッキー 』
はそのなかでもっともよく知られた作品であり、 収容所で「小さなミッキー 」 と呼
ばれていた子供たちのために描かれたようである凡ただし単なる子供固けの物語に
はとどまらないニュアンスに富んでいる。冷厳かつ整然と建ち並ぶバ ラックを写し
たグー ル強制収容所の写真が作中で使われているが、 子供を現実逃避 させる読み物
としてはかなり威圧的なイメー ジであって、場違いな印象を与える。 検閲されてい
るので迂闊なことは描けないはずだが、部屋を貸してやろうかと性的な取引をもち
かけてくる人物が描かれていたり、 収容者のふりをして闇市を取り締まる男の存在
も示唆されている。 ミッキー が人種や国籍を超越した存在として描かれているのも
印象深い7 。書類の山に埋もれている職員から「おまえはユ ダヤ人か」と問われると、
ミッキー は「アメリカ生まれだがインタ ー ナショナルだ」と答える。 反ユ ダヤ主義
が激化してゆく現実に対して、 社会民主主義に共鳴するローゼンタ ー ルは、 インタ
ー ナショナルなミッキー を登場させて対抗しようとしたのだろうか。 だが検閲のた
めか痛決な勧善懲悪の物語へと躍動することはなく、 収容所生活に関する慎ましい
報告 に終始する。裏を返せば、 収容所の実態については、 その劣悪な食料事情や衛
生環境、 息苦しく退屈な生活がしつかりと描かれている。全体としては、ディズニ
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ー風の明るい絵柄もあいまってのびやかな雰囲気が漂っており、 最後は、 自由• 平
等 ・ 博愛の国は実はアメリカだと記されていて、 作者のフランスヘの幻滅とアメリ
カヘの憧れが感じられる。 社会主義や共産主義という意味でのインタ ー ナショナル
という理念はヨ ー ロッパでは行き詰まってしまったが、 アメリカに脱出するという
作者の願望がミッキー に託されている。
ミッキ ー マウスは1930年にはフランスに紹介され、 1934年には『ジュルナル ・
ド ・ ミッキ ー 』 が創刊されて大変な人気を博した。 紹介したのはポー ル ・ ウィンク
ラー というハンガリー 系ユダヤ人だったが、彼はアメリカに脱出することができた。
無名の若者にすぎないロー ゼンタ ー ルには、 アメリカに亡命するだけの経済力も地
位も人脈もなかった。 だが彼が描いた手作りのミッキ ー は、 おそらく収容所の人々
の心を晴れやかにし、 ホロコー ストやフランスの対独協力に関する貴重な資料とな
った。 ロー ゼンタ ー ルが二次創作したミッキー の物語は、 アウシュヴィッツの犠牲
者が生罰に残した、 諧諒を弄した味わい深い「マンガ」的な表現と言える。
『獣は死んだ！』
ホロコー ストに初めて言及したマンがとして知られるのが、 カルヴォ（作画）とヴ
ィクト］レ ・ ダンセット（原作）、 ジャック ・ ツィンマー マン（原作）の『獣は死んだ！』
である閃人間を動物に見立てるスタ イルで、老ウサギが孫たちに向かって語りかけ
る物語形式で第二次世界大戦を詳しく描いている。ヒトラー は狼、ゲー リングは豚、
ゲッベルスはイタ チで表されている。 台詞の吹き出しはなく、 当時 のバ ンドデシネ
によくみられる文字量の多い絵物語的なスタ イルを踏襲しつつ、A4より大きなサイ
ズで描かれた迫力のあるフルカラー の絵が目をひく作品である。占領下の1944年8
月に出版されており、 初版は『獣は解き放たれた1』 と題され、 数ヶ月後に『獣は倒
された！』 が制作された後、 この二冊が組み合わさった『獣は死んだ！』 が1946年に
出版された。 獣とはナチズムを指すのであろう。 全体としては、 フランス政府がナ
チスに協力した事実は描かれず、 ロンメルの猪攻撃を食い止めたビル ・ アケムの戦
いのような自由フランスの栄光に満ちたエピソ ー ドが語られ、 レ ジスタ ンス神話を
強く感じさせる作品になっている。 ホロコー ストに言及しているのは、 狼の兵土た
ちが銃で醤しながら、 母親のウサギを列車に押し込んで子ウサギから引き離す場面
を描いたコマであるが、 そこには以下のような文章が記されている。
狼たちは、 平和を重んじるある批物たちに狙いを定めて復讐した。 我々はこの
動物たちに宿を提供し、 荒れ狂う獣による攻撃から守るために、 家の中にしば
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しば匿ってあげたものだ。 狼の集団は、 敵対する種族を皆殺しにするというこ
の上なく恐ろしい計画を実行に移した。 狼たちは遠方の地域にも狼を派遣して、
妻を夫から引き離し、 子供たちを母親から引き離し、 そうやって獣の意志に従
わないという罪以外は何も罪を犯していない無害な動物たちを全滅しようと
していた凡
「復讐」というのは狼側の勝手な理屈であろうが、 ブリュットマンが注目するのは
「皆殺しにするというこの上なく恐ろしい計画」「全滅」「妻を夫から引き離し、 子
供たちを母親から引き離し」といった表現がみられること、 ウサギを移送した家畜
列車の場面 がユダヤ人の運命を暗示していること、次のコマではヴィシー 政権が反
ユダヤ主義を煽るためにレジスタ ンス運動家の名前を記した「赤いポスタ ー 」を連
想させるような、「ユ ダヤ人のレジスタ ンスが倒 される」と記されたポスタ ー の前で
銃殺される場面 が描かれていることである11 。 1944年の時 点ではフランスではホロ
コー ストの現実についてはほとんど知られておらず、 赤軍の記者ヴァシリー ・グロ
スマンがトレブリンカ収容所について記していた程度だったようである。 だとすれ
ば、 当時 の状況からすると注目ずべき言及だといえる。 だが、 わずかニコマの言及
にとどまっているので、 ホロコー ストはこの作品で数多く描かれている狼たちの残
虐な振る舞いのなかでかなり相対化されている印象を与える。 また、 ホロコー スト
という語が小文字で犠牲 という意味で使われており、 まだ事態の深刻さが認識され
ていなかった当時 の空気を感じさせる。 結局のところ、 戦中戦後に人々が求めたマ
ンガは、 この作品で狼という獣がたたきのめされるように、 スー パー マンやキ ャプ
テンアメリカのようなスー パー ヒー ロー がヒトラー のような悪者を倒 すような勧善
懲悪の物語であり、 ホロコー ストのような現実を直視させて考えさせるような作品
ではなかった。 ジャン＝ポー ル・ ガビリエによれば、1940年から1945年の間に出版
されたコミックプックの表紙にヒトラー は8 0回近く登場しているが、強制収容所が
表紙になっているのは、『Real Life Comics』 第3号だけだったという12 。 アメリカ
におけるコミックブックの出版社とユダヤ系の人々の関係の深さを考えると奇異に
みえるかもしれないが、 アメリカのメディアはナチスの「最終解決」の内実につい
ては大きく報じなかった。 国内の反ユ ダヤ主義の影響、 第一次世界大戦で頻繁に経
験した反ドイツ的なプロパガンダではないかという疑念、 アメリカ社会に同化した
いという在米ユダヤ人の思惑、青少年阿けの娯楽として商業的な理由が優先された
ことが考えられるとガビリエは述べているが、 おおむね妥当かと思われる見実際
に連合軍はアウシュヴィッツヘと通じる線路を爆撃することはなく、 関連する軍需
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工場への爆撃にとどまり、 解放したのは赤軍だった。総じてホロコー ストについて
書いた小説や詩と比べると、 マ ンガの場合、 あくまでも大衆娯楽のための商品が求
められていたこと、 娯楽として消費ずるにはホロコー ストという出来事はあまりに
深刻であり、 宗教や民族にも関わるような扱いづらい題材だったのかと思われる。
『マウス』 革命
「ホロコー スト ・ マ ンガ」というジャンルがあるとすれば、 アー ト ・ スピー ゲル
マ ンの『マウスJ] は間違いなく代表的な作品である。 ホロコー ストの表象という問
題において映画や絵画、 小説や詩はよく取り上げられるが、 マ ンカに対する言及は
少ない。 その意味で『マ ウス』 は例外的な作品である。 ウォルター ・ ラカー の『ホ
ロコー スト大事典』、ロバー ト・ イー グルストンの『ホロコー ストとポストモダンJ]、
広瀬佳司らの『ホロコー ストとユー モア精神』といった研究書においても、『マ ウス』
はマ ンガを代表する作品として紹介され、 グラフィックノベルと呼 ばれるような文
学作品として評価されている。 たしかに熟読玩味する価値のある作品である。ネズ
ミや猫や豚を擬人化してシンプルな絵柄で寓話的に描く方法、 ホロコー ストを生き
延びた両親の記憶と証言の問題、 母蜆の自殺や自己本位な性格の父親に翻弄される
息子の苦悩•••••さまざまな切り口から読める作品であるが、 本稿では、 ピエー ル ・
アルバ ン ・ ドラノワの『マ ウス』 論を参照しながら、 この作品の眼目を確認してお
きたい。 ドラノワは、『マ ウス』が歴史の正確な再構成を試みたドキ ュメンタ リー で
はなく、 次世代による記憶の伝達をテー マ とする伺人的な物語として制作されたご
とに着目し、『マ ウス』 で使われている家族の写真の意味を分析することで、 ランズ
マ ンの『ショアー 』 と比較することで見えてくるマ ンガの限界と可能性について論
じている14 。マ ンガの限界とは、 端的にいえばマ ンガという表現が証言者の生きた
言葉を書かれた言葉に転記せざるをえないこと、 作者の心的な構築物に基づいた線
画を用いて主観的に表現せざるをえないことである。 だがそれは同時 に、 イメー ジ
という心理的・ 物理的再構成によって現実を創進するという可能性を秘めている尺
マ ンガというメディアの特性を再確認ずるうえで、 「 人間」や「現実」の根本的な問
い直しを求めるホロコー ストを描いたマ ンガというのは示唆に富杓。 例えば父親が
経験した出来事の内容をその発話状況に絡めて息子の立場から描く『マ ウス』 は、
証言をめぐるマ ンガ表現の間題を提起する。 ドラノワは、『マウスJ]で証言という問
題に焦点を合わせるために、 図像を簡素化することで言葉の存在感が増すことに着
目しているが、 技術的には写実的に描けるスピー ゲルマ ンがあえて素朴な絵柄を選
択した説明として説得力 がある。 だがオー ラルなリアリズムに適した草書体のよう
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なスタ イルによって、 自発性やためらいや言い落としのような証言のもつ生きた言
葉の直接性に迫るとまで言うのはいささか牽強付会ではないだろうか児素朴な線
画で描く手法が、 それによってマ ンガ独特のコ マ 割の間白がもたらす効果とも共振
しながら、 読者に想像する余地や余白を与えるということは確かではある。 そこで
発生するホロコ ー ストの表象不可能性という問題については、 スピー ゲルマ ンが想
像できないものを絶対化すべきではないとおそらく考えていたこと、 彼にとって想
像できないものとは理論的な立場ではなく認識上の困難に関わるとドラノワは述べ
ている＂。 ドラノワがディディ＝ ユベルマ ンの「知るためには自分で想像しなければ
ならない町という言葉を引用しているのはそのためである19 。 ホロコ ー ストをマ ン
ガで表現するということは、物語でカタ ルシスを得るための題材として商品化され
る事実をある程度はふまえざるをえない出版業界の力 学のなかで、 まずは想像ずる
ための機会を提供することであり、 表象不可能な唯一無比の出来事として絶対化す
ることではない。 その意味で 『マ ウス』は、 写真や映画のようには写実的に再現で
きない線画の弱点を逆にマ ンガ表現の可能性へと転じた作品だと言える。 日本でも
武田 一 義の『ペリリュー 楽園のゲルニカ』や西島大介の『ディエンビエンフー
TRUE EI\!])』のように、 ほんわかとした素朴な絵柄による戦記ものの凄惨なマ ン
ガがあるが、 おそらくその創作の意図は親しみやすいキ ャラクタ ー を造形すること
や子供の読者を意識してショックを和らげるというような理由ではなく、マ ンガな
らではの可能性の探究という狙いがあると思われるが、 これについては別の機会に
譲りたい。 いずれにせよ『マ ウス』 は写実的に描くという手法を採用しなかったわ
けだが、 そこから浮かび上がるのは、 ホロコ ー ストを写実的なマ ンガとして描く意
味と困難という問題である。
写実的な『アウシュヴィッツ』
ホロコ ー ストを写実的に描いた最初期のマ ンガとしては、 バー ニー ・ クリングス
タ イン（作画）、アル・ フェルドスタ イン（原作）による『マ スタ ー ・ レイス［優性人種］』
(19 55)がある。 戦後アメリカの地下鉄で、 かつて強制収容所に勤務していたドイツ
人男性が、乗り込んできた男が元収容者だと気づき、 動揺してホー ムから落下して
轄死するという内容である叫 ドイツ人の回想シー ンでは「水晶の夜」から「最終
解決」 までいくつかの場面 が描かれている。
アウシュヴ ィッツ絶滅収容所について「本格的に」と言えるほど写実的に描いた
マ ンガとしては、パ スカル・ クロチの『アウシュヴ ィッツ』(2015)が挙げられる巴
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ホロコー ストというテー マ の重さや時 代考証の重要性を意 識したのか、 巻末 には「 な
ぜ アウシ ュヴィッツ に関する写実的なマ ンガを描いたのか 」という題で作者のイン
タ ビュー や制作に協力 した生存者の証言や手紙が掲載 されており、 作者の問題意 識
や出版社の配慮 がうか がわれる。
それによ ると、 クロチはランズマ ンの『シ ョアー 』 を観て、 アウシ ュヴィッツ絶
滅収 容所 の日常 をマ ンガで描く ことを思い立ったとい う。 普 通ならストイックなま
でに証言だけがひたすら続 く この長 時 間のドキ ュメンタ リー に打 ちのめされて描け
なく な る可能性もあるわけだが、 逆にクロチは発奮 したよ うだ。 他の動機としては、
彼のアトリエが戦時 中にゲシ ュタ ポの将校 が自殺した部屋に隣接 していたことや、
アウシ ュヴィッツの生存者と の出会いが大きいという220
『アウシ ュヴィッツ』 の評価は二つに分か れたが、 本稿では批 判的な意見 に注目
してみたい。 例えば、 子供が真っ先に殺害されたアウシ ュヴィッツにおいて、 子供
が描か れているのはこの虐殺の性質を伝 える機会を逸 するという枇 判である巴 物
語ではガス室 でガスを浴 びながらも奇跡 的に生き残った少女 が登場する。 少女 はド
イツ人将校 の判断 によ って助 か るのだが、 クロチによ れば、 この場面 はシ ョ アー に
ついて何冊もの著 書があるクリスチャン ・ ベルナダ ックの『裸 のマ ネキ ン』(1971)
を参照しており、 史実に触発 されて描いたという叫 生字 者の証言によ れば、 少女
は倒 れたときにコンクリー トの湿 った床 に顔が近か ったために、 毒 ガスか ら奇跡 的
に助か った。 その後、 少女 の処遇 につい て話し合われ、 少女 の口 か らガス室 の噂 が
広まるのを恐 れたドイツ人 によ って射 殺されたという。 つまり史実としてはガス殺
を生き延びた 少女 は射 殺されたことになる。 クロチは、 ドイツ人将校 が少女 の命を
助 けながらも彼女 の父親にそのことを知らせないことによ っ てこの人 物の酷薄 さを
表現しているのだか ら、 必 ずしもドイツ人将校 を人 間的に描い たわけではないと言
うのだが、 い ささか 苦しい説明 である。 他にも収 容者にカロと呼 ばれる縁 なし帽 子
をか ぶせたのは自分の創作であり、 その理由 として実際にはガレ ットの形をしたベ
レ ー 帽 をか ぶってい たことをシ ャルル ・ バ ロン25 に教えてもらったが、 うまく 描 け
なかっ たために想像上のカロを描いたという。 実際に彼が作画について第一 に考え
たことは、 歴 史的事実を正 確に再構成しよ うとするのではなく 、 覗 き見趣 味や耽美
主義を避 けながら、 裸 体を好 奇 の目 で凝 視させないこと、 焼却炉 を視覚 的に描か な
いこと、 立 ちのぼる煙 を見 ながら常 に死臭 を感じていた収 容者の立場か ら描く こと
だという26。 そうした 創作態度は理解できるのだが、 たとえ善 悪二元論的なわか り
やすいキ ャラクタ ー造形 を避 けたい とい う思 惑があるにしても、 なぜ そのよ うな史
実に即 した場面 に創作の要 素を盛 り込む のか という疑問は残る。 写実的な絵柄で描
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くと、 その写実性と比例するかのようにどうしても考証の問題がつきまとい、 作者
の想像の範囲に対 して読者は寛 容ではなくなるようだ。
もう一 つの批 判は、 ア ウ シュウ ィ ッツを旧 ユー ゴ スラビア の内戦のような他の虐
殺と平行して拙 いていることである。『ア ウ シュヴィ ッツ』 は19 93年の1日 ユー ゴ ス
ラビア における内戦状 態の描写から始まり、 年老いた男女 がかつてア ウ シュヴィ ッ
ツで経験したおぞ ましい記憶を回想するという構成をとっている。奇跡的 にガス殺
を免 れた娘 は収容所解放の二 日励 に病 死したという過去 が明かされた後、 男女 は兵
士 たちによって後ろ手に縛 られて銃殺される。 作者の説明では、 ア ウ シュヴィ ソ ツ
と旧 ユー ゴ スラビア の虐殺が結びついたのは、 収容所の痩 せ細 った瀕 死の人々が類
似 していたこと、 ア ウ シュヴィ ッツが決して過 ぎ去 った出来事ではなく今 日でも無
関係ではないことを示すのが重要 だと考えたからだという27 。 ア ウ シュヴィ ッツの
悪夢 はいまだに続 いていることを示し、 1 日ユー ゴ スラビア の虐殺を忘 れないために
もア ウ シュヴィ ッツと関係 づけたかったのかもしれないが、 ホロコー ストの唯一性
をどこまで尊 重すべきなのかという問題を改 めて突 きつけた作品といえる。
ホ ロ コ ース ト を描 いた マ ン ガの新たな潮流
ホロコー ストのマンガ表現は、 次世代の漫画家の出現によって時 代と共に変化し
ている。次世代への記憶の継承 という問題 は、 すでに『マウ ス』 で描かれていたが、
その後もさまざまな作品が生み出されている。 例えばベルギー 出 身のイ スラエ ル人
であるミシェル・ キ シュカの『第二 世代』 は、 「 ヨ ー ロッパ 判マウ ス」 と評されるこ
ともある作品である28 。『マウ ス』 と同様 、 ア ウ シュヴィ ッツの生存 者である父親と
息 子の物語 で、 身内の自殺に見舞われるにもかわらず、『マウ ス』 よりユー モア が感
じられる。 例えば、 父親は7 0歳からア ウ シュヴィ ッツのガイド の仕 事を始めて、年
に三回 ブリュッセルとア ウ シュヴィ ッツを往 復 するのだ が、 「 もしもし、パ パ 。ア
ウ シュヴィ ッツの旅 はどうだい？ 」「 最高だよ ！ 今 回も大勢泣 かしてやった」といっ
た電 話のやりとりが展 開 される巴 陽 気に振る舞う父親だ が、 収容所体験は影 のよ
うにつきまとっている。 例えば父視 が泊 まりに来たとき、 きれいに折 りたたんであ
る衣服 を見た息 子は、 そこに過去 の経験の影響を見て取る。 ミシェルはシャワ ー を
浴 びながら想像する。 父親が収容所で週 に何回シャワー を浴 びてどんな石鹸 を使っ
ていたのか、 収容所のバ ラックや便 所ではどんな臭 いがしていたのか。 やがて弟 シ
ャルリが自殺する。 何も言 わずに逝 ってしまった弟 の自殺に悩 む ミシェルだが、 一
ヶ 月 後、 自殺したシャルリから手紙が届 く。 ストライ キ で配達が遅 れていた のだっ
た。 結局、 自殺の理由はわからず、 ミシェルの悲嘆 が癒 やされることはない 。遺 体
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を最初に発 見した父 親は、 シャルリの死を悼 む会 で、 ホロ コー ス トの休験を語 り 始
め る。 抑圧 されていた死の記憶が蘇 ったのではないかとミシェルは想像する。 やが
てミシェルは父 と一緒 にアウシュウ ィッツヘ旅 行するよう に なり 、 現地でイ ス ラエ
ルの若者が 列 になって国旗 を褐 げて歩 いているのを見たときに違和 感を覚 える、） ホ
ロコー ス トは全人類が担 う べき負 の遣産であり 、 イ ス ラエ ルが政治利 用するのは好
ましくないという 作者の思いが 感じられる。
イ ス ラエ ルに移住したミシェル ・ キ シュカは、 ベザ レ ル ・ アカデミー ・ オブ ・ ア
ー ツ ・ アン ド ・ デザイ ンで学んだ後、 そこ で敦 えるよう になるが 、 教 え子 に漫画 家
ルツ ・ モダ ン が いる。 彼女 の『所有 地』 という 作品では、 2 0 0 0年代、 イ ス ラエ ルか
らポー ランドヘ孫娘 を連れて旅 行する老婦 人の一週 間が 描かれる叫 モダ ン自身 も
ポー ランド系のイス ラエ ル人であるが 、 今 は亡 き祖 母が もしポー ランドを訪 れてい
たらどう だったのかを想像して描 いたという 凡 物語は、 大戦前イ ス ラエ ルに移住
したある一 家に秘め たる退去が あったと いう 設 定になっている。 一 家はナチス C ト
イ ツに上 地や建 物を接 収されないよう に、 祖 母か 当時付 き合 っていた ポー ラン ド人
に協力 を仰 ぎ、 いったん彼に売却 して後で返してもらう 約束 をしたのだった。 二 人
の間には子 供が できたが 、 家族の反対で結婚 することはなかった。 その子 供もすで
に癌 で亡くなっていたが 、 ポー ランド在住の父 親は今 回初め てその事実を知るこ と
になる。 再会 を果たした二 人は、 かつてのワルシャワを懐 かしみ、 レ ジス タ ンス て
亡く なった友 人のこ とを思い出す。 一 家が 住んでいた場所 に はヒルトンホテルが建
っている。 他方、 同行した孫娘 は、 現地で漫画家の青年と知り 合 って相思相愛の仲
になるが 、 青年が 無断 で彼女 の祖 母の話をマンガにしよう として彼女 を怒 らせてし
まう 。 よくある男女 の詳 いに見えるが 、 ポー ラン ド人が概 して自分た ちを戦争 の被
害 者であると考えているこ とや 、 彼が 1 944年の 「 ワルシャワ蜂 起」をマ ンガに描 こ
う としているのに対して、 ユ ダ ヤ人の側はポー ランド人をナチス ヘの加担 者として
捉 え、1 943年のユダ ヤ人戦闘 組織 による「ワルシャワゲットー の蜂 起」を重視 する
という ギャップが あると も解釈 できる汽 こう した 場面 から歴史 の安易 な物語 化に
対して批 判的な作者の姿勢 を見て取るこ ともできるだろう 。 作中の祖 母のよう に ホ
ロコー ス トを免 れた人々はた しかに幸 運だった が 、 そこにはさまざまな不幸や労苦
が あり 、 こ れまで省みられなかった物語の題材や 証言が あるわけで、 そう いった事
実をフィクションで再認識 できる作品である。 『タ ンタ ンの冒 険 』 に顕著 な「リー ニ
ュ ・ クレ ー ル」と呼 ばれる明快 な線と色彩 で描 かれており、 祖 母も明るい愉快 なキ
ャラクタ ー で描かれているので読者にとって親しみ深 い作品に仕 卜が っている。
ジェレ ミー ・ ドレ ス の『僕 たちはアウシュウ ィッ ツを見学に行かない』 も、 祖父
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母が暮 らしていたポー ランドを著 者が訪ね る自伝 的なマンガである”。 後 書きによ
れば、ナチス占領下 のパ リ で、祖 母はクロー ゼットに隠 れて生き延びた経験があり、
ワルシ ャワで暮 らした幼年時 代についてもよく話してくれたという。 物語では、 著
者の分身とおぼ しき若者が、 かつて祖 母が暮 らしていたポー ランドを訪ね て、 現地
在住のユダヤ人と交流する様 子が描かれる。 あえてアウシ ュヴ ィッツを訪 間しない
ことで浮かび上 がるような、 ポー ランドのユダヤ人社会の活璽力 や歴史が描かれてい
る。 例えば19 68 年にポー ランドで起きたユダヤ排斥 運動がそうだ。 激化した学 生運
動を沈静 化させるために時 のゴ ムウカ 政権は反ユダヤ主義を利 用する。 ポー ランド
共産党 の同盟 国エ ジプトが中東 戦争で惨敗 したのは、 ポー ランドのユダヤ人がイ ス
ラエ ルを支援 していたからだという噂 を煽った。 その結果 、 当時 ポー ランドには四
万 人のユダヤ人がいたが、 国籍を失 って二万五千 人が出国したという34。 また、 ポ
ー ランドのジェレフフにあるユダヤ人墓 地の墓 参 りも描かれている。 ここにはナチ
ス占領時 にはゲットー が作られ、1942 年 9月にゲットー が解体されると、 住民たち
はトレブリ ンカ 強制収容所に送られた。 このようにアウシ ュヴ ィッツを迂 回ずるこ
とで見えてくるポー ランドのユダヤ人社会や反ユダヤ主義の歴史については、 彼の
マンガで初めて知ったという人や、改 めて思い出したという読者もいるに違 いない。
この作品も次世代の漫画家が諷 々とした絵柄と筆致 で、 これまでの 「アウシ ュヴ ィ
ッツ」に関する紋 切り型の表現を避けようとする新 たな潮流を示すマンガだと言え
る。
ホロコー ストを生き延びたハ ンガリ ー 出身のミリ アム ・ カ タ ンによる『レッティ
ング・ イ ット ・ ゴー 』 も、7 0 代になった彼女 の生活が、過去 のつらい記憶に向き合
いつつもユー モラスな調 子で描かれる自伝 形式のマンガである35。 ニュー ヨ ー クの
自宅 で「ドイ ツのゴ キ ブリ 」に悩 まされる主人公は、業者を呼 んで駆除 してもらう。
ドイ ツ国旗 を掲 げるゴ キ ブリ の滑稽 な描写が滑稽 な調 子で描かれる。 ハ ンガリ ー 語
でもゴ キ ブリ を「ドイ ツの虫」 と呼 ぶというのだが、 彼女 はなぜ ドイ ツなのかと気
になって調 べると、ドイ ツ人は「 ポー ランドのゴ キ ブリ 」と呼 んでいたことを知る。
ドイ ツヘのトラウマがある彼女 だが、 息子からスウェー デン人の恋 人が住砂ベ ルリ
ンに移 住したいのでハ ンガリ ー 国 籍を取 得するのを手伝 ってほしいと頼 まれる。 悩
みながらも彼女 は、ベ ルリ ンで自分のマンガのイ ベ ントが開 かれることもあって、
リ トアニア経由でドイ ツを旅 行する。 ホテルではベ ッドで大便 を淵 らしたり、南京
虫のせいで全身のかゆみに悩 まされる。 深刻な「ドイ ツ ・ アレルギー 」に悩 まされ
ながらも、 最後 は、 二匹 の南京虫がホテルの正門 から出て行くシー ンで終わるのだ
が、 陣 所にユー モアを感じさせる作品である。
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子供向けの啓蒙的なマンガとしては、 ザイ ン ・ ウイ ッティ ンガムとライ アン ・ ジ
ョー ンズの『ショアー の生存者』が挙げられる。 ホロコー ストを生き延 びた六 人の
子供たちの物語が、 絵本のような素朴なスタ イ ルで描かれている冗 巻末 には六 人
のその後の活躍が顔写真とともに紹介され、 用語解説の欄 もある。 「 大使館」 や「ユ
ダヤ人」のような語まで解説されているので、子供向けの本だということがわかる。
ヒトラー が首相 に就任 した1 933年1 月 から広島と長崎 に原爆 が投 下された 45年8
月 まで記した年譜 も掲載 され、 ホロコー スト関連のサイ トも紹介されている。
ホロコー ストと同性愛の関係 を描いたマンガとしては、 ミシェル ・ デュフランヌ
とミロラッド ・ ヴ ィ カノヴ ィ ッチの『バ ラ色 の三角 形』がある凡 宿題で第二次世
界大戦について調 べることになった四 人の高校 生が、 曾祖 父アンドレ アの戦争 体験
を聞 きに行く。 そこから長 い回想 が描かれる。 若い頃 のアンドレ アはベルリ ンでデ
ザイ ナー として充 実した生活をおくつていたが、 ナチスが政権を握 ると風向きが変
わってくる。同性愛者として逮捕 され、デザイ ナー の職 を失 い、収容所に送 られる。
同性愛者は囚 人服 の胸 元にバ ラ色 の三角 形のマー クをつけられて差 別され、 同房 の
者たちからも殴 る蹴 るの暴 行を受 ける。 戦後も同性愛者は戦争 の犠牲 者とは認定さ
れず、アンドレアは賠償金 を受 け取 れず、街 の人々からは差 別や暴 行を受 ける。 20 0 5
年、 テレビではシラク大統 領の演 説が流 れ、 同性愛者の収容者について言 及してい
る場面 が描かれる。遅 すぎるとつぶやいてテレ ビを消 すアンドレ ア。 回想 のほとん
どはセヒ゜ ア色 で描かれ、 収容所生活はバ ラ色 のマー ク以外はモノクロで描かれ、 高
校 生との場面 はフルカラー で描かれている。長 い回想 の後、「取材 をするならちゃ ん
と調 べてから来るようにしなさい」とアンドレ アに説教されて、 高校 生たちは追 い
出される。 今 もきちんと折 りたたんで保管 されている囚 人服 と、 仲 間たちとの楽し
げな古 い写 真を見て涙 するアンドレアの姿 が印象に残る。他方、 高校 生たちは、 宿
題はWikipedia で適当に仕上 げるかと言いながら屈託 のない様 子で立 ち去 っていく。
この作品からは、 ホロコー ストと同性愛者との関係 や戦後も続 く同「生 愛者の差 別の
問題、 その経験を次世代に伝 える困難や断 絶を感じ取 ることができる。
「日本とホロコー スト」という観点から描かれたマンガとして、『マンガの国 のア
ンネ ・ フランク』 が挙げられる38 。 日本とヨ ー ロッパ はヒロシマとホロコー ストを
共 通の経験とすることができるのかという問題意識のもとに、 フランスから取材陣
が日本各地を訪 れる。 日本ではマンガ化されるほど『アンネ の日記J] がベストセラ
ー だというので、 神保町 の書店 に向かうと、 書店員は『アンネ の日記』 は在庫 がな
いが、 これな らありますとマンガ版『わが闘争』 を渡そうとする。取材陣 の一 人が
マンガ版『南京 大虐殺』 はないのですかと質問して店員を困らせる。 こ の『わが闘
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争』 は歴史 を学ぶた めのマ ン ガというふれ こ みなのだか 、 結局のとこ ろ日本ではア
ン ネ もヒ トラー も コ スプレ文化 のキ ャラクタ ー に過 ぎないと嘆息 する様 子が描かれ
る叫 京 都では、 アン ネ ・ フラン クの研究で知 られ る大塚信 を訪ね る。 教会で出迎
えた大塚 は、 広島にホロコ ー スト記念館 を設 立したこ となどを説明する。 アン ネ の
父 オ ットー との出会いをきっかけに大塚 が設 立した記念館 である。 アン ネ ・ フラン
クは日本人に自らの歴史 を省みる機会を与 えてくれ ると大塚 は語り、 ヒ ロシマ や杉
原千畝 の話もしようとする。 帰 り際、 取 材陣 は大塚 が監修 を務めた マ ン ガ版『アン
ネ の日記』 を渡 され る。 キ ャラクタ ー 原作はさくらももこ である。 その後、 大塚 の
案 内のもとにホロコ ー スト記念館 を訪れ るが、 彼にとっては『アン ネ の日記』 は愛
と平和と希望の物語 でお り、 日本人が加 害者ではなく犠牲 者としての意識が強いこ
とに取 材陣 はた め息をつく。 その後も取 材は続 き、 靖国 神社 で南京 大虐殺はでっち
あげだ と演 説する人物を目撃した り、遊就館 を見 学する。 そこ で知 り合ったシ モダ・
キ ミコ と いう女性から届 いた以下のような手紙 が紹介され る。 なぜ 原爆 を落とした
国 から日本は人道 に対する罪で非 難され なけれ ばならないのか。南京 事件で 30万 人
を虐殺したと非 難する中国 人は、 文 化大革 命ではいったい何 人殺害され たのか。 取
材陣 は、 南京 大虐 殺について描いたために激しく非 難され た漫画家本宮 ひろしを訪
ね た後、 こ の虐殺を否定した小林 よしのりの本を出版している幻冬舎 の編 集者にも
会いに行く。 その編 集者は日本での小林 の戦争 論の影署 の大きさについて説明した
後、 「 今 日では、 南京 大虐殺が起きた と考える日本の知 識人は一 人もおりません」と
コ メ ン トする,JO 。 その他、取 材陣 は、 広島平 和文 化セン タ ー 理事長 のスティー ブン ・
リー パー 、 国歌 や固旗 の問題 で教育委員会から何度も懲戒処 分を受 けている根津公
子、 六千 人のユダヤ人の命を救 った外交官 として知られ る杉 原千畝 の子孫とも面 会
する。 全体としては、 アン ネ もヒ トラー もリトルボーイ もカワイ イ 文化 のなかでキ
ャラクタ ー として消費され ている国 、 おおむね右翼 も左翼 も加 害者としての戦争責
任 の自覚 に欠 ける国 、 ホロコ ー ストについてはあまり関心 のない国 という、 かなり
偏 りはあるが日本人としては耳 の痛 い批 判的なイ メー ジで辛辣 に描かれ ている。
以上のように、 ホロコ ー ストに関連するマ ン ガについて海外マ ン ガを中心 にとり
あげ、 次世 代の漫画家による新たな潮流とその特徴 について考察 を試みた。 今匡 と
りあげなかった作品はいくつもあり、 とりわけホロコ ー ストを描いたマ ン ガ表現に
おける図像の詳網 な分析は今 後の課題 となるだ ろう。 ふわっとした素朴な絵柄で凄
惨 な虐殺が描かれ ているのを目にしたときに当初感じる違 和感、 だ がそのような簡
略化 され た線画がかもしだ す 「 現実」の問題 ・ ・ ・ . . こ うした問題 を考えるうえで、 ホ
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ロコー ストというある意味で究極 の設 定は、 作者にも読者にもさまざまな問いを突
きつけ、 ホロコー ストのみならずマンガ表現に関するさらなる探究を刺 激すると言
えるのではないだろうか。
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